「よかったら お前さん 持って おいでな」 

「気前が いいな。 そいつ ァ ほんと か？」 

力 ャパは 勿怪な 顔 をした。 
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イエスと 十二 人の 使徒の 上に、 春の 夜が 深く 垂れ 

そうじゅ かんらん 

下って いた。 二 サン 十三夜の 朧月 は、 棕樹、 橄欖、 

無花果の 木々 を、 銀鼠 色に 燻らせて いた。 

にくけ い ちんちょう 

肉 柱の 香、 沈 丁 の 香、 空気 は 匂いに 充 たされて いた。 

十三 人 は 歩いて 行った。 



「宇宙の 生物と 無生物と を、 創造し 支配す る 唯一 の 

ユダヤきょう 

物！ 猶太 教 ではこう 説いて いる。 そうして イエス も 

こう 説いて いる。 だが 果たして そうだろ うか？」 

3 

ュダは その 説と は 反対であった。 

「宇宙 は 〔# 「「宇宙 は」 は 底本で は 「 宇宙 は 匕 決して 

支配され てはいない。 万象 は 勝手に 動き 廻って いる。 

勝手に 生れ 死んで いる。 神！ そんな 物 は 存在し な 

い」 



突然 イエス は 自分の 体 を、 大木の 根元へ 投げ出した。 

「もし 出来る ことで ございましたら、 どうぞ 私 をお 助 

け 下さい！ 父よ、 あなた は 万能です」 

白痴 か、 子供 か、 臆病者 か、 そんなよ うな 憐れな 声 

を 上げて、 こう イエス はお 祈リ をした。 
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ュダは 後 を 尾行て 来た。 菩提樹の 陰へ 身 を 隠し、 そ 

こから 様子 をう かがった。 

彼 はすつ かり 満足した。 彼 は 行なった 自分の 行為の、 



やまし 

疾 くなかった 事 を 知る ことが 出来た。 

「彼奴 は イエス だ、 ただ イエス だ。 なんの 彼奴が 

預言者な もの か！ 預言者なら 助け を 乞う はず はない _ 

例 の 得意 の 奇蹟と いうので、 さっさと 難 を 遁れる はず 

だ。 しかし」 と 彼 は 考え込んだ。 

「いざ 捕縛と いう 間際にな り、 素晴らしい 奇蹟 を 現わ 

したら？ そうして 難 を遁れ たら？」 

彼 は 心に 痛み を 感じた。 

「絶対に そんな 事が ある もの か。 だが もし 万一あった 

としたら、 あるいは 彼奴 は 預言者 かも 知れない。 そう 

して 彼奴が 預言者なら、 庵 は 潔く 降伏しょう。 とまれ 



上げた。 

しかし どうに も 眠い と 見えて、 使徒達 はまた も 眠り 

出した。 〔# 「眠り 出した ご は 底本で は 「眠り 出した、 匕 麻 

痺 的に 病的に 眠い らしい。 

まど まど 

「また 眠る のか、 何とい うこと だ！ 惑いに 〔# 「惑い 

まど い 

に」 は 底本で は 「惑いに 匕 入らぬ よう 祈る がいい」 

イエス は她 何にも 寂しそう に 云った。 

と、 にわかに 叫び声 を 上げた。 

「時 は 近づいた！ 遣って 来た！」 

麓の 方 を 指さした。 

山葡萄の 茂みに 身 を ひそめ、 ュダは 様子 をう かがつ 



ュダ だけ は 一人 立って いた。 
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それ は 劇的の 光景で あつ た。 

だが 何物に も 変化 はな か つ た。 

沈むべく して 月が 沈んだ。 その代わり 十字 星が 輝い 

た。 遥かに 湛 えられた 地中海で は、 波が その 背 を蜒ら 

していた。 ガリ ラャの 湖、 ヨルダン 川で は、 飛魚が 水 

面 を 飛んで いた。 ピリ ピの 分封 地、 ベタ ニヤの 町、 ェ 

リコ、 サ マリアの 小 村で は、 人々 が 安らかに 眠って い 



た。 

ひとりの 祭司 長の 庭園で は、 赤々 と 焚き火が 燃えて 

いた。 パリ サイの 学者、 サン ヒド リンの 議員、 それら 

の 人々 が 焚火の 側で、 曳 かれて 来る キリスト を 待って 

いた。 

それ は 劇的の 光景で あつ た。 

使徒の 一 人、 シ モン. ぺ テロが、 突然 叫んで 飛び 上つ 

た。 腰の 刀 を 引き抜いた。 マルコの 耳が その 途端、 木 

の 葉の ように 斬り 落とされた。 

「ぺ テロ！」 と キリスト は 手で 制し、 斬られた 敵 を 気 

の 毒そう に 見た。 



国の 意味と を、 ピラト は そこで 直覚した。 

玄関へ 出て 彼 は 云った。 

「この 男に は 罪 はない」 

しかし 群集 は 喜ばなかった。 イエス を 戸外へ 引き出 

いばら かんむ リ 

した。 棘の 冕 を 頭に 冠せ、 紫の 袍を 肩へ 着せ、 そう 

して 一整に 〔# 「一 整に」 は ママ U 声 を 上げた。 

「十字架に 附 けろ！ 十字架に 附 けろ！」 

エルサレム 城外 カル ヴリの 丘、 そこへ キリスト を獵 

り 立てて 行った。 

草の 芽が 満地 を蔽 つていた。 樹立が 丘 を 巡って いた。 

祭壇から 煙りが 立ち 昇り、 犠牲の 小山 羊が 焚かれて い 



た。 殿堂で は 鐘が 鳴らされ ていた。 

イエス は 十字架へ 附 けられた。 

彼の 苦しみ は 三時 間 つづ いた。 

「事 は 終った」 と 彼 は 云った。 

いのち 

彼の 生命が 絶えた 時、 殿堂の 幕が 二つに 裂け、 大地 

が 顫え 墓が 開ら けた。 
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かんらん ざん きちが い 

この頃 ュダは 橄欖山 を、 狂人の ように 歩いて いた。 

しょ ラょラ 

「彼 は 恐れず 悲しまず、 従容と して 死んで 行った。 



るまい。 

7 

「是非お 書きなさい、 お進めし ます」 

旅行家で も あり 蒐集 家で も ある、 佐 伯 準 一郎 氏 はこ 

う 云った。 

「ついては 貨幣 をお 貸しし ましょう。 その 紋章 を 調べ 

る だけで も、 趣味が あるじ ゃァ ありま せんか。 一 枚と 

云わず 三十 枚、 みんな 持って おいでなさい。 実は 私 は 

明日 か 明後日、 また ちょっと 旅行に 出かけ ますので、 



「左様なら」 と 佐 伯 氏 は 微笑した。 

だが 私に は その 微笑 〔# 「微笑」 は 底本で は 「微少 匕 が、 

ひどく 気味 悪く 思われた。 

名 古屋の 夜景 は 美しかった。 鶴 舞 公園 動物園の 横 を、 

私の タク シは駛 つて 行った。 
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私の タク シは駛 つて 行った。 

公園 は 冬 霧に 埋もれて いた。 

公園 を 出る と 町であった。 町の 燈も冬 霧に 埋もれて 



の 著し さ を、 そっくり 現わした 満面の 皺、 断じて 俺 は 

妥協し ない！ こう 言い たげ な 根 張った 顎、 そうして 

頸 は 戦闘的に、 牡牛の ように 太かった。 

顔 全体 を蔽 うてい るの は、 懐疑 的の 憂鬱であった。 

「いかなる 物 を も 信じない よ」 

こう 云つ ている ような 顔であった。 
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「なるほど」 と 私 は 心の中で 云った。 

まさ 

「従来の 美学から 云う 時 は、 これ は将 しく 非 審美的の 



督 といえ ども ュダの 上へ、 君臨す る こと は 出来ない だ 

ろう。 ュダ といえ ども 基督の 上へ、 君臨す る こと は 出 

来ないだろう。 互いに 領分 を もっている。 で、 基督へ 

行きたい 人 は、 行って 安心 をす るが いい。 で、 ュダへ 

行きたい 人 は、 行って 何 かを摑 むがいい。 〔# 「摑 むが 

いい。」 は 底本で は 「摑 むがいい、 匕 だが 基督へ 行った 人 

は、 去勢され るに 相違ない。 奴隸 根性になる だろう。 

その代わり 安心 は 出来る だろう。 しかし ュダへ 行った 

人 は、 革命的 精神 を 動ら れ るだろう。 そうして 世間 か 

ら 迫害され るだろう。 一 生 平和 は 得られないだろう」 

基督と ュダと を 比べる ことによって、 私 はちよ つと 



あった。 

「今日の 昼 さ。 病院の 帰りに ね。 …… 何だか ひどく 心 

配そう だな あ。 その 可愛い 凸 ちゃん を、 心配 させち や 

ァ可哀 そうだ。 よし 来た 詳しく 話して やろう」 

—— 私 は バセド —氏 病の 患者であった。 毎週 一 回 病 

院へ 通って、 かなり 強い レントゲンの、 放射 を 受けな 

ければ ならなかった。 その 往復に 公園 を 通った。 鶴 舞 

公園 はいい 公園で、 日 比 谷 以上に 調って いた。 一 つの 

ロハ 台へ 腰 を 掛け、 好きな ラ. ラビア を 喫 かすの が、 

夏 以来の 習慣であった。 

冬 も 冬、 一月 中旬、 冷たい 風が 吹き 迷って いたのに、 



この 習慣 は 止められず、 その 日 も 私 は ロハ 台に 倚って、 

ラ • ラビア を 喫 かしていた。 

o 

その 時 毛皮の 外套 を 着た、 四十 五六の 立派な 紳士が、 

私の 横へ 腰 を 掛け、 ゆるやかに 葉巻 を 喫 かし 出した。 

「あの 大変 失礼です が、 貴郎は 美術家で はいらつ しゃ 

いません か？」 

紳士が 卒然 話しかけた。 

「いえ」 と 私 は 素っ気なく 云った。 



「はなはだ 突然で 不作法で すが、 ご迷惑で なかったら 

拙宅へ、 これから おいで 下さるまい か。 お見せしたい 

物が あります ので、 恐らくお 気に も 入りましょう。 実 

は 私 は 好事家で してな、 その 方面で はかなり 広く、 海 

外へ も 参って 居ります ので。 相当 珍品 も 集まって 居リ 

ます。 宅 は 公園の 直ぐ 裏で。 ええそう です XX 町です _ 

ナ— 二 ご 遠慮に ゃァ 及びません。 私の 方から 見て 頂き 

たいので。 訳の 解らない 骨董 屋 などより、 芸術家のお 

方に 見て 頂いた 方が、 どんなに 有難い か 知れません。 

物 を 集める という こと は、 自分の 趣味 性を充 たす と 同 

時に、 やはり 具眼 者に 見て 頂いて、 その 批評 を 承 わる 



「おい、 こいつ ァ同 じだ」 

「贋金でなくて 白金よ」 

「この 大きさで この 重さ …… 」 

あし つも つも 

「数に して 三十 枚よ。 さあお 金に 意 もったら 〔# 「意 

もったら」 は ママ〕？ ああ 妾に ゃァ 見当が つかない」 

「おい、 自動車 を 呼んで 来い！」 

一人で 行く の は 怖かった。 と 云う よりも 妻の 方で、 

うつ そり 者の この 私 を、 一人で やる のが 不安 だったら 

しい。 

で、 自動車へ は 二人で 乗った。 



た。 夜 は 十二時 を 過ごして いた。 何とい う 町の 冬 霧 だ。 

とうとう タク シは 公園へ 来た。 その 公園 を 突っ切った。 

XX 町まで 遣って 来た。 こんな 飛んでも ない 贋金 は、 

早く 早く 返さなければ ならな い ！ 

「停めろ！」 と 私 は 嗽 鳴る ように 云った。 

徐行し、 そうして 停車した。 

「どのお 家！ 佐 伯さん のお 家 は？」 

妻が 私に 眩いた。 私 は 窓から 視 いて 見た。 

「ご覧」 と 私 は 唾 を 飲んだ。 

ちょうちん 

「赤い 警察の 提燈 が、 チラ ツイて いる あの 屋敷 だ」 

妻 も 唾 を 飲んだら しい。 運転手が 扉 を 開けよう とし 



彼女 は 何とも 云わなかった。 彼女の 肩が 腕の 辺りで、 

生暖かく 震えて いた。 

すてぜりふ 

何 か 捨 白が 言いた くな つた。 

「捕り物の 静けさつ ていう やつ さね。 旅行し ますと 

云った つけ。 はは あ 刑務所の ことだった のか。 佐 伯 君、 

警句 だぞ」 

勿論 腹の 中で 云った のであった。 
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その 翌日の 新聞 は、 刺戟的の 記事で 充 たされて いた。 



なかった という こと や、 書生 や 女中 は 新来で、 様子 を 

知らなかった という こと や、 XX 町の 屋敷へ は、 ほん 

つきあ い 

の 最近に 移って 来たので、 まだ 近所への 交際 さえ、 は 

じめ ていなかった という こと や、 最後に 至って 別 標題 

を附 け、 国際的 陰謀の 秘密結社に、 関係 あるら しいと 

いう ことな どが、 三 段に 渡って 記されて あった。 

私と 妻と は 眼 を 見合わせた。 どうしてい いか 解ら な 

プラチナ 

かった。 白金に 違いない と 思われる、 銀 三十 枚 を 携え 

て、 警察へ 訴え出る ことが、 とるべき 至当の 手段で は 

あつたが、 そのため 同類と 疑われ、 種々 うるさい 取り 

調べ を 受け、 新聞な どへ 書かれる ことが、 どうに も不 



銀 だか 解らない の は 〔# 「解らない の は」 は 底本で は 「解 

からな いのは 匕、 ちっとも 不思議 じゃァ ありません わ 

ね」 
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「何 だ 莫迦め！」 と呶 鳴り 付けた。 

「そんな 事 を 云い 出して 何に な るんだ」 

だが 彼女 はます ます 笑い、 ますます 私 をから かった。 

「貴 郎、 ぺ テンに 掛かった のよ。 ええそう としか 思わ 

れな いわ。 でも どうして こんなべ テンに？ いいえ さ 



ない のに、 戸外へば かり 出たがった。 

驚くべき ことが 発見され た。 彼女 は 実に 僅かな 間に、 

奇蹟 的に 美しくな り、 奇蹟 的に 気高くな つ た。 

「美粧 倶楽部へ でも 行く の だな。 恋人で も 出来た ので 

は あるまい か？ 恋人が 出来る と 女と いう 者 は、 急に 

美しくなる もの だ」 

私の 心 は 痛くな つた。 憂鬱に ならざる を 得なかった。 
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仰天す るよう な ことが 発見され た。 ある 夜 私 は 戸外 



顔！ 今にも 唇が 綻びそう であった。 モナ リザの 笑 

い？ そうで はない！ 娼婦 マリヤ • マグダレナの 笑 

、 

レ I 

私 は 瞬間に 退 治られた。 

数日 経って 松坂屋 から、 一揃いの 衣裳が 届けられた _ 

それ は 高価な 衣裳であった。 帯！ 金具！ 高価で 

あった。 訛え たはず のない 衣裳であった。 私の 知らな 

い 衣裳であった。 

そこで 私 は 懇願した。 

「話して おくれ、 どうしたの だ？」 



ただ 彼女 は 微笑した。 例の マリヤの 微笑 を もって。 

「おい！」 と 私 は威猛 高に なった。 

「処分した な、 贓物 を！」 

「貴 郎」 と 彼女 は 水の ように 云った。 

r 贓 物です つて？ 下等な 言葉ね」 

プラチナ 

「売った のだろう！ 白金 を！」 

「貴 郎」 と 彼女 は 繰り返した。 

「約束で したわね、 訊かない と 云う」 

彼女 は 私 を 下目に 見た。 彼女 は 貴婦人 そのもので 

あった。 



あった。 

イエス. キリスト がそれ を 呪った。 マグ ダラの マリ 

ャ がそれ を 呪った。 イス カリオ テ のュダ がそれ を 呪つ 

た。 みんな 別々 の 意味に おいて。 そうして 今や 私が 呪 

う。 憎むべき 銀 三十 枚 を！ 

人 は 信仰 を 奪われた 時、 一 朝に して 無神論者 となる 

人 は 愛情 を 裏切られた 時、 一 朝に して 虚無 思想家と 

なる。 

ュダの 運命が それであった。 



キリスト を 売った イス カリオ テ のュダ は、 売った 後 

で キリスト を 求めた だろう！ 

5 

これが いよいよ 大詰 かもしれ ない。 

さまよ 

その 夜 私 は 公園に いた。 彷徨って そこ 迄 行った ので 

あった。 詐欺師と 邂逅った ロハ 台へ、 私 は 一人で 腰 を 

かけて いた。 生暖かい 夜風、 咽る ような 花の香、 春 蘭 

の 咲く 季節であった。 噴水 はすで に 眠って いた。 音楽 

堂に は燈 がなかった。 日曜の 晚 でない からであった。 



に髫 〔# ルビの 「た ぼ」 は 底本で は 「たば 匕 がそ そけ 立つ 

ていた。 巨大な 建物の 前 を 過ぎた。 明治 銀行に 相違な 

かった。 地下室へ 下りて 行く 夫婦 連が あった。 食堂で 

珈琲 を 啜る のだろう。 また 巨大な 建物が あった。 旧 伊 

藤 呉服店であった。 タク シは そこから 右へ 曲った。 少 

し 町が 寂しくな つた。 タク シは 大津 町を駛 つて 行った。 

私 はまた も 瞑目した。 

立派な 屋敷の 前へ 来た。 自動車から 下りなければ な 

ら なかった。 厳めしい 門が 立って いた。 黒板 壁が か 

かっていた。 

運転手 は 一 揖 した。 



「伯爵 夫人 はお 寝み か」 

私 は 応接間へ 入って 行った。 

一 つの 力に 引き入れられた のであった。 

その 応接間に は 見覚えが あった。 

佐 伯 準 一 郎 氏の 応接間で あ つ た。 
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爾来 私達 は その 家に 住んだ。 

彼女 は 依然として 出歩いた。 あたかも それが 日課の 



勿論 私へ も 美食 を 進めた。 私 は あまり 食べなかった。 

一 日に 幾度 も 衣裳 を 変えた。 しかも 正式に 変えた の 

であった。 これ も 貴婦人の 習慣であった。 

そうして 私へ も それ を 進めた。 

私 は 心で こう 叫んだ。 

「謀叛 人の 女が 良人 を 進め、 同じ 謀叛 人に しょうと し 

ている！ マクベス 夫人の 心 持 だ！」 

そうして 私に は 感ぜられた、 悲痛な マクベスの 心 持 

、、ゝ o 

力 

き で 

彼女 は 定まって 一人で 外出た。 どんな 事が あっても 

この 私と、 連れ立って 歩こうと はしなかった。 



良人の あると いう こと を、 隠したがって いるら し 

かった。 

うもれぎ 

家財 道具が 新調され た。 黒壇 細工！ 埋木 細工！ 

植木屋が 庭の 手入れに 来た。 鋏の 音が 庭に 充 ちた。 

大工が 部屋の 手入れに 来た。 鉋の 音が 部屋に 充 ちた。 

屋敷が 次第に 立派に なった。 

がらん ねうち 

「そうさ、 伽藍が よくなければ、 仏像に 価値が つかな 

I 力、 りな」 

ある 夕方 自動車が 着いた。 

彼女 は 洋装で 出かけて 行った。 

私 は 玄関まで 従いて 行った。 それ、 例の 小姓の よう 



こ o 

自動車 は 自家用の 大型 物で あ つ た。 

自動車の 中に 紳士が いた。 顎 鬚を撫 して 笑って いた。 

この 巿の 有名な 巿 長であった。 

「はは あ 誘いに 来たの だな。 大方 ホテルへ でも 行く の 

だろう。 夜会 だな、 結構な こと だ。 …… 俺 は 書生 部屋 

で 豚で もつ つこう」 

だが 一体 どうした こと だ？ ー晚も 泊まって は 来な 

いで はない か。 

どんなに 遅くとも 帰つ て 来た。 

「遠慮 はいらない。 泊まって おいでよ」 



私 は 心で 云った ものである。 

「大方の 貴婦人と いう もの は、 時々 紳士と 泊まる もの 

だ。 それ も 鍛練の 一 つじ やない か。 何の 私が 怒る もの 

か。 また 怒り 切れる もので もない。 第一 お前 はいつ の 

間に か、 絶対に 私 を 怒らせな いように、 上手に 仕込ん 

でし まった ではない か」 
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それ は 初冬の ある 日であった。 私 は 書斎の 長椅子に 

力 も 

ころがり、 氈に ふか ふかと 包まれながら、 とりとめの 



き 受けない よ。 何故 だと 君 は 訊く のかい？ 説明し よ 

う。 こういう 訳 だ。 虹と 宝石と 香水と、 こういう 物に 

蔽 われて いる、 深い 泥沼が あつたと したら、 誰 だって 

ま う、^ ら 

住む の は 厭 じゃァ ないか。 孑孑で ない 限り はね。 とこ 

ろで 伯爵で 居た かったら、 そこに 住まなければ ならな 

いの だよ。 と 云う の は 現在の 生活が、 その 泥沼の 生活 

だから さ」 

大して 気の利いた 譬喩で もなかった。 

「まあ さ、 それ は それと して、 彼女 は 伯爵 夫人 だのに、 

どうして 料理人 を 雇わない のだろう？」 

私 はこん な 事 を 考え出した。 



「少しの 努力 をし さえしたら、 昔の 私に なれる かもし 

れ ない。 …… 書け さえ すれば 私 はいいの だ」 

生活の 上の 不安 はあった。 しかし 原稿が 売れさえ し 

たら、 下宿 代ぐ らい は 払えそう であった。 

「贅沢な 生活に は 懲りて いる。 だから それへの 欲望 は 

ない。 これ は 大変 有難い こと だ 一 つ 一 つ 欲望 を 抑えて 

行って、 うんと 単純の 生活 をしょう」 

o 

2 

性慾の 方 も 抑える， J とが 出来た。 



経て 来た 人と は 見えなかった。 

「ただ今 奥様と お逢いして 来ました」 

相 変わ ら ず 慇憝の 態度で 云った。 

「ムマ はちょう ど その 帰りで」 

「ああ 左様で ございま すか」 

「貴郎 y J の 頃お 留守 だそう で 」 

「ええ」 と 私 は 微笑した。 

急に 佐 伯 氏 は 黙り込んだ。 林の 方 を じっと見た。 

そっちから 人影が 現われた。 それ は 逞しい 外人で 

あった。 

不意に 佐 伯 氏 は 立ち上った。 それから ひどく 早口に 



云った。 

2 

「私 は 大変 急いで 居ります。 くだく だしい 事 は 申し ま 

すまい。 いずれ 奥様が お話しし ましょう。 …… さて 例 

の 銀 三十 枚、 あれ を 頂戴に 上った のでした。 しかし 奥 

様に お 目に かかり、 私の 考え は 変わりました。 …… 進 

呈 する ことに 致しました。 いえ 貴郎 にではありません _ 

貴郎の 奥様へ 差し上げ たので。 …… 奥様 は 大変お 美し 

い。 そうして 大変 大胆です。 何と 申したら よろしい か- 



ひつ 叩く ように 彼女 は 云った。 

「持って いなければ いいの だ わ」 

彼女 はフ ラフラと 書斎 を 出た。 電話 を 掛ける 声が し 

た。 

貴金属 商へ でも 掛ける のだろう。 

彼女 は 書斎へ 帰って来た。 私と 向かって 腰 を 掛けた _ 

だが 一 言 も 云わなかった。 時々 ギリ ギリと 歯軋り をし 

た。 

貴金属 商の 遣って 来たの は、 それから 一時間の 後で 

あった。 

一枚の 貨幣 を 投げ出した。 ソロモンの マ ー クの 貨幣 



れ はどう？ この 貨幣 は？」 

彼女 はもう 一 枚 投げ出した。 ダビデの マ ー クの 貨幣 

であった。 

「 ザ J れも 贋金で) J ざ います」 

商人の 答え は 冷淡であった。 

私と 彼女と は 眼 を 見合わせた。 

「ふん、 そうかい。 贋金 かい、 白金 はたく さん あるん 

だよ。 二 枚ぐ らい は 贋 もあろう さ」 

彼女 は 努めて 冷静に 云った。 

「これ はどうだろう！ この 貨幣 は？」 

また 一枚 を 投げ出した。 使徒 ポ— 口の マ ー クの 付い 



た、 ぴかぴか光る 貨幣であった。 

「これ は 贋金 じゃァ あるまい ね？」 

商人 は 手に さえ 取らな か つ た。 

「やはり 贋金で ございま すよ」 

「いい わ」 と 彼女 は 呻く ように 云った。 

革 財布 を 逆さに した。 全部の 白金 を 吐き出した。 

「幾 枚 あるの？ 本物 は？」 

3 

2 

商人 は 一 渡り 眼 を 通した。 上 in を綻 ばせ た。 



間もなく タ クシが や つ て 来た。 

彼女 は 乗って 出て 行った。 

私 は 黙然と 腰掛けて いた。 

きちが い 

「彼女 は ひよ つ とすると 狂人になる ぞ」 

私 はしば らく 待つ ていた。 

「この 家に は 用 はない はず だ。 一応の 忠告！ それ だ 

けで いいの だ。 聞く か 聞かない か は 彼女に ある。 …… 

贋金で あろうと 本物で あろうと、 私に は 大して 関係 は 

ない」 

で、 私 は 下, へ 帰った。 



ある 日 私 はこつ そりと、 彼女の 家の 方へ 行って 見た _ 

家に は 貸家 札が 張って あった。 

「予想通り だ」 と 私 は 云った。 

「流浪の 旅へ でも 出た のだろう」 

私 は 安心と 寂し さ を 感じた。 彼女と は 永遠に 逢えな 

いだろう。 こう 思われた からであった。 

間もなく 春が 訪れて 来た。 

やがて 晚春 初夏と なった。 

彼女に 目つ かる 心配はなかった。 自由に 散歩 をす る 

ことが 出来た。 事の 過ぎ去った 後に おいて、 その 事の 

あった 遺跡 を 尋ね、 思い出に 耽る という こと は、 作家 



に は 好 もしい ことであった。 で 私 は 公園へ 行き、 首 を 

釣り かけた 木へ 触れたり、 佐 伯 氏と 逢った ロハ 台に、 

腰 を 掛けて 考えたり した。 

あやめ 

菖蒲の 花の 咲く 季節、 苺が 八百屋へ 出る 季節、 この 

季節 を 私 は 愛する。 

だんだん 私 は 健康に なった。 

ある 日 久しぶりで K 博士 を 訊ねた。 

博士 は 有名な 法医学 者で、 そうして 探偵小説 家で 

あった。 

その 曰 も 書斎で 物 を 書いて いた。 



私 は そこで 話し込んだ。 

と、 博士が 不意に 云った。 

はん ユダヤ 

「 汎 猶太 主 義 の 秘密結社、 フリ— メ ー ソン リイの 会員 

達が、 大分 日本へ 入り込み ましたね」 

「ああ 左様で ございま すか」 

「倫敦 タイ ムスで 見た のです が、 彼等の 大切な 秘密 文 

書 を、 ある 日本人に 盗まれた ので、 それ を 取り返しに 

来たの だそう です」 

私 はちよ つ と 興味 を 持 つ た。 
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「本物の 白金の 貨幣と いうの は、 ュダを 紋章に 打ち出 

した、 その 貨幣ではないでしょう か」 

「おや、 どうして ご存知です」 

博士 はさ もさ も 驚いた ように、 

「仰せの 通りそう なのです よ」 

「だが どうして その 貨幣 だけ を、 本物の 白金で 作った 

のでしょう？」 

「つま リフリ —メ ー ソン リイ は、 虚無 思想家の 集りな 

まち；；：' 

ん です。 で 彼等の 守護 本尊 は、 イス カリオ テの ュダな 

んで すね。 本尊 を 贋金で 作って は、 どうも ちょっと 勿 

体ない、 こういう 意味から それだけ を、 非常に 高価な 



が、 ともかくも 良人の 私 をして、 一 度 は 死 を さえ 覚悟 

させた ほど、 深刻な 放縦な 行動 をと つて、 心身 を 鍛え 

た 彼女であった、 たかが 詐欺師 なんかに 負ける はず は 

なかった。 

佐 伯 準 一郎 氏 は 恭しく、 銀 三十 枚 を 彼女に 献 じた。 

そうして その 帰路 不幸に も、 フリ ー メ— ソン リイの 

会員に、 暗殺され てし まった のであった。 —— 佐 伯 氏 

を 追って 行った 二人の 外人、 あれが 下手人に 相違 ある 

一 一、 ヽ o 

03 レ 
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ここに 一 つ 残念な ことに は —— だが 良人た る 私に 

とって は、 かえって ひどく 安心な 事に は、 —— 彼女の 

容色が にわかに 落ちた。 

それ は 苦労 をした からであった。 

いつも 重荷 を 担いで いる、 田舎の 百姓の 女達が、 早 

くその 美 を 失うよう に、 彼女 も 重荷 〔# 「重荷」 は 底本 

きりょう 

では 「荷重 匕 を 担いだ ため、 俄然 縹緻を 落として しまつ 

た。 

精神的に しろ 肉体的に しろ、 あんまり 重荷 を 担ぐ こ 

と は、 不為の ように 思われる。 

私 も 随分 苦労 をした。 



年より 白髪の 多 いのは、 重荷 を 担いだ 為であった。 

彼女のお デコが 目立って 来た。 下手な 義歯が 目立つ 

て 来た。 身長 も 高く はなくな つた。 

だが それ も 結構で はない か。 

美しい 妻 を 持って いる こと は、 胆汁質で ない 良人に 

とって は、 決して 幸福で はない の だから。 

だが 勿論 将来と いえ ども、 いろいろ 彼女 は 失敗 を演 

じて、 私 を 苦しめる に 相違ない。 

だが 恐らく 「伯爵 ゴ ッコ」 をして、 苦しめる ような 

ことはないだろう。 

真夏が 来、 真夏が 去った。 〔# 底本で はこ こで 改 段〕 



底本 ： 「国 枝史郎 伝奇 全集 巻 六」 未知 谷 

1993 (平成 5) 年 9 月^日 初版 発行 

初出 ： 「新 青年」 

1926 (大王^) 年 3BJ〜5nT 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

※底本で は 「貸す」 を 一 部 「借す」 としてい ますが、 

近世まで は 多く 見られる 表記法で あり、 両者の 混在 は 

底本 通リ にしました。 

※小見出しの 終わりから、 行末まで 伸びた S は、 入力 

しません でした。 
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